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会議名 令和元年度 習志野市防災会議 

開催日時 令和２年２月１０日（月）午後１時３０分から午後２時３０分まで 

開催場所 習志野市庁舎 GF ABC会議室 

議  事 

及び 

会議の概要 

１ 議事  

（１）報告第１ 令和元年度に実施した各種防災対策について 

（２）報告第２ 令和元年度に実施した各種防災訓練について 

（３）報告第３ 令和元年台風第１５号及び第１９号並びに第２１号に伴う大雨について 

（３）審議第１ 習志野市地域防災計画の一部修正について 

（４）審議第２ 令和２年度習志野市総合防災訓練の実施方針（案）について 

 

２ 会議の概要   

（１）報告第１ 令和元年度に実施した各種防災対策について 

防災行政無線設備のデジタル化推進事業及び帰宅困難者支援マニュアル 

の修正等について報告された。 

（２）報告第２ 令和元年度に実施した各種防災訓練について 

総合防災訓練とその他に実施した訓練について報告された。 

（３）報告第３ 令和元年台風第１５号及び第１９号並びに第２１号に伴う大雨について 

令和元年９月から１０月に発生した台風について、被害状況、市の対応及び 

支援制度等について報告された。 

 

（４）審議第１ 習志野市地域防災計画の一部修正について 

下記４点の一部修正について各委員から承認を得た。 

①風水害における配備体制基準及び災害対策本部設置基準の変更 

②土砂災害の避難所として３箇所追加 

③避難の種類及び発令基準における警戒レベルの追加 

④経年変化、施設の新規設置及び廃止、新たに締結した協定等の加筆修正 

 

（５）審議第２ 令和２年度習志野市総合防災訓練の実施方針（案）について 

令和２年度の総合防災訓練の実施方針として、市民、市役所、関係機関が 

連携し、「自助」、「共助」の強化を目的に、各会場の地域特性を踏まえ、市民の 

要望を取り入れた時間配分及び個別課目訓練を実施する。本訓練の実施方針 

（案）について、各委員から承認を得た。 

＜今年度との主な変更点＞ 

①会場を市立小学校・中学校、県立高等学校の２６箇所から、市立小学校 

１６箇所に縮小し、訓練の参加者や防災資機材を集中して実施する。 

②防災倉庫の中にある防災資機材を用いて、避難所の居住空間を設置する 

訓練を実施する。 

＜実施日＞ 

令和２年７月下旬から９月上旬にかけて、東京オリンピック・パラリンピックが 

開催されることに伴い、各種行事との調整を図ったうえで決定する。 
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【発言内容】  

委員 事務局 

〈委員（習志野市社会福祉協議会会長）〉 

今年の総合防災訓練について、台風の

接近等、様々な条件が重なる可能性が

あるが、雨天等においても少しでも多く

の方に参加していただけるよう検討され

たい。 

〈事務局（危機管理課長）〉 

多くの市民に参加いただけるよう計画し

ていく。また、天候等の急変による連絡

網等に遺漏がないよう対応する。 

〈委員（元香澄地区自主防災組織連絡協議会会長）〉 

昨年の会議において、３０歳以下の参加

者が少ないと報告があった。 

これを受け、今年の開催日について、８

月末や９月末等の休日に実施することを

検討していただきたい。 

〈事務局（危機管理課長）〉 

関係機関と調整のうえ決定する。 

以上 

問合せ先 所管課名：総務部 危機管理課 

電話番号：047-451-1151（内線 561） 

 


